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地震波干渉法による西南日本下における地球内部の反射面検出 
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A seismic interferometry technique was applied to broadband seismic waveform data in 
southwestern Japan, to detect the subsurface reflections in this region. Vertical and horizontal 
components of the continuously recorded seismograms of the broadband seismic network, F-net, 
were used for the analysis. We calculated the Green’s functions among 21 stations in the 
southwestern Japan using a deconvolution method. In the 0.25–1.00Hz bandwidth, body waves are 
clearly observed, as well as a surface wave train with an apparent velocity of 2.7km/sec. These body 
waves are enhanced by applying the method by Takagi et al. (2014). We compared these body waves 
to the theoretical waves and travel times assuming a 1D subsurface structure proposed by previous 
studies in this region, and were able to identify P and S body waves reflected from the Moho 
discontinuity. 
 

１．はじめに 
地球内部には，モホ面や沈み込むプレートの上

面などの地震波速度の不連続面が存在する．近年，

地動信号の雑微動部分に地震波干渉法を適用する

ことで，地球内部の地震波速度不連続面からの反

射波を検出する試みがなされている (たとえば，

Zhan et al., 2010 や Poli et al., 2012 など)．しか

しながら，日本の内陸部においてこのような取り

組みは少ない． 
本研究では西南日本における広帯域地震観測網 

(以下，F-net) のデータに地震波干渉法を適用し，

地球内部の不連続面からの反射波の検出を試みた． 
 
２．データと手法 

解析には，F-net の近畿地方から中国・四国地

方までの 21 観測点(Fig.1)で観測された 3 成分連

続記録データを 2010 年 1 月 1 日から 2012 年 3
月 31 日の 2 年 3 ヶ月使用した．このデータを，

前後 8 分ずつ重複する 1 時間のセグメントに分割

して用いた．各セグメントに対し，オフセット除

去，地震計特性の補正，バンドパスフィルタ処理

等の前処理を行った後，1bit 化処理を施し，デコ

ンボリューションの手法により，観測点間のグリ

ーン関数を求めた．Radial - Radial (RR)，
Transverse - Transverse (TT)，Vertical - Vertical 
(ZZ)，Vertical - Radial (ZR)，Radial - Vertical 

(RZ)各成分について，観測点間距離が 500km 以

下の 204 ペアに対し 0.25-1.0Hz のバンドパスフ

ィルタをかけ，観測点間グリーン関数を計算した． 
  
３．結果と考察 

ZZ 成分からはレイリー波と S 波反射波と思わ

れる信号を，RR 成分からはレイリー波と P 波反

射波と思われる信号を抽出することができた．ま

た，Takagi et al. (2014)の手法により，ZR 成分と

RZ 成分の和と差を取ることで，これら実体波と

レイリー波を分離することができた．これらの信

号を解釈するために，結果のスラントスタックや

1 次元の水平成層構造を仮定した理論波形の計算

を行い検証した．計算には，F-K package (Zhu 
and Rivera，2002) を用いた．構造は，廣瀬・伊

藤  (2007) や AK135 (Kenett et al., 1995)，
PREM (Dziewonski and Anderson, 1981) を参

考にした．Fig.2 に ZR＋RZ 成分の波形記録とス

ラントスタックを示す．赤と黒の線は，モホ面を

想定した深さ 35kmからのそれぞれP波とS波反

射波の理論波形走時である．その結果，これらの

実体波はそれぞれ見かけ速度 6.46km/s で伝播す

る深さ 35km のモホ面からの P 波反射波，および

見かけ速度 3.84km/s で伝播する深さ 35km のモ

ホ面からの S 波反射波だと解釈された． 



 
Fig. 1: Distribution of the F-net stations in the 
southwestern Japan used in this study. 

 
Fig. 2: Record section (left) and slant stack (right) of 
Green’s functions. ZR+RZ components are shown. 
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こに記して感謝いたします． 

 


	P05

